



























































































などと叫ばれることもあった（7）。こうした状況の中で，すでに 1935 年 6 月 1









求を主導したのは，後に全セイロン・タミル会議（All Ceylon Tamil Congress）
の総裁になった G.G. ポンナンバラムであった。当初，13 対 7，60 対 40 とい
う割合も検討されたようであるが，1937 年 6 月の会議でマジョリティ対マイ


















































































仏教徒たちは自力で委員会を立ち上げることを決意した。こうして 1953 年 12




トナプラに始まり，1955 年 5 月 22 日のアヌラーダプラに終わるという長大な
もので，全行程は 6300 マイル（約 1 万キロ）に及んだ（15）。この中で 1800 人
の在家信者と 700 人の仏教僧が委員会に対して意見を述べたと言われる（16）。


































ローグとしてよく知られた L.H. メッターナンダ，教育者から政治家に転じた P. 





カラ（Gunapala Piyasena Malalasekera）をあげることができる。 彼は 1939 年か
ら 1957 年まで 20 年間近く全セイロン仏教徒会議の総裁を務めた人物であり，
仏教委員会での彼の影響力は間違いなく大きかった。すでに見たように，この









ナドゥラ郊外のマラムッラ（Malamulla）に 1899 年 11 月 8 日に生まれた。父
親は成功したアーユルヴェーダ医であった。彼の才能に目をつけたのが，前述






たのであるが，そのとき彼を支援したのがアーサー . V. ダヤス（パーナドゥラ
出身のカラーワの著名な慈善家）であった（24）。
　その後 W. A. ダ・シルワはマララセーカラをロンドンへと留学させた。彼は




































































におよぶ長大なものであった。この調査は 37 カ所で行われ，1800 人の在家信








　N.Q. ダヤス（Neil Quintus Dias）はパーナドゥラ，つまりカラーワ・カース
トの有力な家族の多くを生んだ都市の富裕な家に生まれた。生年は必ずしも明
らかではないが，1964 年頃のイギリス政府の報告書では 51 歳であるとされて
いるから，おそらく 1910 年代前半の生まれである。彼はキャンディのトリニ
ティ・カレッジというエリート校で学んだ後にイギリスに留学した。留学中の




　ダヤスは 1951 年にラトナプラの政府長官となり，1953 年に登録局長官
（Registrar-General）に，その後 1954 年には入国移民管理官（Controller of 
Immigration）となった。1956 年の選挙後には最初の文化局長（Director of 
Cultural Affairs）に任命された。シリマウォ・バンダーラナーヤカ首相時代の
1961 年 5 月には何人かのより年配の官吏を飛び越して，防衛外事省常任書記






































　こうして在家信者の組織をつくりあげた後，N.Q. ダヤスは L.H. メッターナ
ンダとともに仏教僧たちの協会のネットワークをつくることに尽力した。後述



































たのが「政府および地方行政府公務員仏教徒協会」（Government and Local 
Government Servants Buddhist Societies）という組織であったが，この公務員
組織の議長は N.Q. ダヤスであった。設立された仏教僧協会の数は 1954 年まで
には 72 になった。次にメッターナンダが（前述のようにダヤスとともに）行っ
たことは，各地の協会を統合する組織をつくることであった。それが，スリラ
ンカ大仏教僧協会（Sri Lanka Maha Sangha Sabha）である。この組織の綱領は
1954 年 12 月 4 日にアーナンダ・カレッジで行われた総会で承認された。この
協会はちょうどこの頃形成され始めていたもう 1 つの仏教僧組織と合同して統
一比丘戦線（Eksath Bhikkhu Peramuna, EBP）を 1956 年 2 月に結成した。こ
の統一比丘戦線は 75 の地域団体をとりまとめるものとなった（47）。
　統一比丘戦線を構成したもう 1 つの仏教僧組織は全ランカ仏教僧会議
（Samasth Lanka Bhikkhu Sammelanaya, SLBS）というものであった。その有力
な指導者の 1 人がブッダラキッタ（Mapitigama Buddharakkhita Tero）という仏









































様に 2 言語の公用語化を主張した。1954 年 4 月にさえ，「シンハラ・オンリー」
を明確に否定している。しかし 1955 年になるまでにはバンダーラナーヤカは




ンカ自由党は 1955 年 12 月にシンハラ・オンリー政策を公式に採択した（53）。
　言語政策に関するバンダーラナーヤカの急激な態度の変化の背景にあったお
そらく最大の要因は，シンハラ・オンリーを求める人々による大衆への強力な
働きかけであった。L.H. メッターナンダもそうした人々の 1 人であった。彼



















































ある青年仏教徒協会（Young Men’s Buddhist Association），アーユルヴェーダ協
会（Ayuruveda Sangamaya），言語戦線（Bhasa Peramuna），ランカ国民グル協会
（Lanka Jatika Guru Sangamaya）などとも手を取りながら選挙戦に参加した（66）。


















　セイロン下院は 1956 年 2 月 18 日に解散し，その数日後に人民統一戦線 
（Mahajana Eksath Peramuna, MEP）が結成された。これはバンダーラナーヤ
カのスリランカ自由党を中心に，フィリップ・グナワルデナの革命的ランカ
平等社会党 （Viplavakari Lanka Sama Samaja Party, VLSSP），言語戦線（Bhasha 
Peramuna），そして無所属の 1 グループによって創設されたものである。そ
の後の選挙で人民統一戦線は歴史的な勝利を収め，95 議席中 51 議席を獲得
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